
◆ 安心の厚生年金制度：老齢・障害・遺族の各厚生年金が確実に
給付されるとともに、自己の掛金負担
により給付がさらに充実

◆ ｉｄｅｃｏ、財形制度：個人掛金から各種税金等が控除され、
効率的な資産形成が可能

◆ 貯金制度：共済組合独自の制度として普通貯金、定期積立

貯金、定期貯金制度を保有

◆ 高金利 ：市中銀行等よりも有利な金利で確実な資産形成が

可能

大手企業と提携した福利厚生アウトソーシング制度
幅広い優待メニューを安価に利用可能

ＴＤＲ・ＵＳＪ等、全国主要レジャー施設利用割引、補助
金とポイント制度を併用したお得な宿泊割引、美容・育
児・健診補助等、女性向け割引、ヤフー・楽天利用時のポ
イント付与等、日常生活からレジャーにわたる幅広い優
待・割引制度が充実

有給休暇等：年次休暇（年間２４日）、週休２日制

特別休暇 ：年末年始・夏季、育児（配偶者出産特別休暇、

育児参加特別休暇、子の看護のための特別休暇）・

介護等

勤務時間 ：フレックスタイム制、早出遅出勤務等

◆ 庁内託児所

駐屯地に隣接した託児所を市ヶ谷、陸自４ケ所（三宿、熊本、

真駒内、朝霞）、海自１ケ所（横須賀）、空自１ケ所（入間）

及び防医大の計８ケ所に設置

◆ 緊急登庁支援

災害派遣などの際の緊急登庁時に、預け先がない子供を駐屯地

等にて概ね５日間程度、一時的に預かる制度

◆ 連絡態勢の確保

長期にわたり国内外に派遣される場合には、家族と隊員が連絡

を取る手段としてテレビ電話や無線通信環境の整備を実施

◆ 駐屯地・基地外で生活する隊員が居住する官舎を駐屯地近傍
に整備

◆ 団体保険制度：防衛省独自の保険制度であり、自衛隊の勤務

の特殊性を考慮した多様かつ十分な補償と防

衛省のスケールメリット（共助態勢）を活用

した割安な保険料により生命・医療・傷害、

介護、三大疾病等を幅広く補償

◆ 防衛省生活協同組合：生命医療共済、火災災害共済制度によ

り現役及び退職後の死亡・医療補償に加え、

火災時の動産・不動産損害を安い掛金で補償

◆ 団体扱い保険：ガン・自動車・女性保険等、特定の保険につ

いても団体割引が適用され、民間に比して

保険料が割安

（２０２３年４月現在）

隊員等及びその家族を含むスケールメリットを生かした共助態勢と防衛省の特殊性を踏まえた各種施策・制度により処遇と福利厚生が充実

◆ 俸給月額：階級及び号俸に応じて支給

年１回昇給あり

加えて
◆ 賞与（夏冬ボーナス）：俸給月額等の4.5月分

◆ 各種手当 扶養手当、住居手当、通勤手当 等

営外手当：駐屯地外に居住する曹士自衛官に支給

６,０２０円／月が支給

航空手当：約２０万/月（ジェット戦闘機操縦士、２尉）

乗組手当：約１１万円/月（護衛艦乗組員、２曹平均）

空挺隊員手当：約７万円/月（空挺隊員、２曹）

◆ 現物給与：営内食事無料、宿舎費(光熱水費含む）

無料、被服の支給・貸与、自衛隊病院及び医務室に

おける医療費無料

◆ 退職手当：退職時の階級・俸給月額、勤続年数、退職理由に

応じて支給

【一例】曹長の定年退職者１，８８０万円

◆ 若年定年退職者給付金：

自衛官の定年年齢が他の公務員に比し若年定年である

ことから、これを補うため、退職から６０歳までの一定の

収入を補償

【一例】（曹長の若年定年退職者１，２００万円）

【一例】
曹長：約４０万円/月、２曹：約３8万円/月、３曹：約２6万円/月
※ 同年代・類似役職で比較した場合の俸給水準

公安職国家公務員の約１．１倍

◆ 俸給月額

２士任官時：約１８.４万円※

（採用後３ヵ月間の自衛官候補生時は約１４．６万円）

採用１年後：約１９．４万円（１士）

採用２年後：約２０．２万円（士長）

※ 俸給は、学歴・職歴に応じ加算されます。

◆ 自衛官任用一時金：約２２.１万円

（採用３ヵ月後に２士に任官した際、翌月に支給）

◆ 特例の退職手当（陸上自衛官）

１任期目（２年間）：約 ５９万円

２任期目（２年間）：約１４８万円

◆ 俸給月額
採 用 時：約１８．４万円（２士）※

採用１年後：約１９．４万円（士長）

採用２年後：約２０．２万円（士長）

※ 俸給は、学歴・職歴に応じ加算されます。

自衛隊の処遇・福利厚生 充実しています！

自衛官候補生の採用当初における給与

一般曹候補生の採用当初における給与

主要メニューの一例

給与

保険制度

WLB（ワーク・ライフ・バランス）

貯金制度等

年金制度

住居

各種優待・割引制度

休日・休暇

育児などの家族支援


